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1

第１節　将来都市像 （１）学びや挑戦から生まれる人とまちが進化
するまちづくり
教育や文化の振興を通して、歴史や他者から学
ぶことで、社会の変遷や大災害などの難局に立
ち向かう進取の精神を養い、自ら実践していく
ことにより、将来にわたってすべての世代が学
びあい、挑戦し続けるまちを目指します。

（１）学びや挑戦から生まれる人とまちが進
化するまちづくり
教育や文化の振興を通して、歴史や他者から
学ぶことで、社会の変遷や激甚化する災害な
どの難局に立ち向かう進取の精神を養い、自
ら実践していくことにより、将来にわたって
すべての世代が学びあい、挑戦し続けるまち
を目指します。

語句の修正

9

【基本目標Ⅲ】「健やかでやさしく支えあうま
ち」

子育て世代の不安、高齢化の進行、孤立の深刻
化、障がいのある人の暮らしの課題など、多様
で複雑な健康・福祉課題が地域社会に広がる現
代において、自治体には誰もが心身ともに健や
かに、安心して生活することのできる社会環境
の整備が求められています。

子育て世代の不安、高齢化の進行、孤立の深
刻化、障がいのある人の暮らしの課題など、
多様で複雑な健康・福祉課題が地域社会に広
がる現代において、自治体には誰もが心身と
もに健やかに、安心して生活することのでき
る地域共生社会の実現に向けた環境整備が求
められています。

基本計画との整合を図るため修正

9

【基本目標Ⅲ】「健やかでやさしく支えあうま
ち」
基本施策３　子育て

〇子どもを育てることに喜びや楽しみを感じる
ことができる社会の実現を目指し、保健・福
祉・医療・教育の連携により、子どもたちを安
心して生み育てられる環境づくりに取り組みま
す。

子どもを育てることに喜びや楽しみを感じる
ことができる社会の実現を目指し、保健・福
祉・医療・教育の連携により、妊娠・出産・
育児期にわたり切れ目なく子どもたちを安心
して生み育てられる環境づくりに取り組みま
す。

基本計画との整合を図るため修正

10

【基本目標Ⅲ】「健やかでやさしく支えあうま
ち」
基本施策４　高齢者福祉

〇医療関係者、介護サービス事業者、民生委
員・児童委員など多様な職種や機関との協働・
連携により、地域社会での助け合いによる支援
体制の構築を目指します。

〇医療関係者、介護サービス事業者、民生委
員・児童委員など多様な職種や機関との協
働・連携により、地域共生社会の実現に向け
た支援体制の構築を目指します。

R8.3.23開催の第1回審議会であった審議会
委員の意見をもとに修正

10

【基本目標Ⅲ】「健やかでやさしく支えあうま
ち」
基本施策５　障がい者福祉

〇障がいのある人もない人も、全ての市民が互
いに認め合い、支え合いながら心豊かに安心し
て暮らせる共生社会の実現を目指し、「あいサ
ポート運動」の普及等を通じて地域における心
のバリアフリーを推進します。

〇障がいのある人もない人も、全ての市民が
互いに認め合い、支え合いながら心豊かに安
心して暮らせる地域共生社会の実現を目指
し、「あいサポート運動」の普及等を通じて
地域における心のバリアフリーを推進しま
す。

R8.3.23開催の第1回審議会であった審議会
委員の意見をもとに修正

13

【基本目標Ⅴ】「安全と環境に配慮した快適な
まち」

近年、地震や豪雨などの自然災害が頻発する中
で、地域の安全・安心を確保する防災・防犯体
制の強化は喫緊の課題です。

近年、自然災害の激甚化・頻発化や、地域社
会の犯罪抑止力の低下が懸念される中で、地
域の安全・安心を確保する防災・防犯体制の
強化は喫緊の課題です。

基本計画との整合を図るため修正

第３次柳井市総合計画基本構想（案）の変更点について
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第３次柳井市総合計画基本構想（案）の変更点について

13

【基本目標Ⅴ】「安全と環境に配慮した快適な
まち」
基本施策１　危機管理・防災

〇災害や事件、事故などによる生命や生活に関
わる危機に備え、市民及び関係機関と連携し、
迅速かつ適切に対応できる危機管理体制の構築
を図ります。

〇地震や風水害、感染症などの災害に備え、防
災体制の充実強化を図るとともに、自主防災組
織を核とした地域の共助体制の構築に取り組み
ます。

〇災害や事件・事故、感染症のまん延などに
よる生命や生活に関わる危機に備え、市民及
び関係機関と連携し、迅速かつ適切に対応で
きる危機管理体制の構築を図ります。

〇地震や風水害、感染症などの災害に備え、
防災・減災対策及び防災体制の充実強化を図
るとともに、自主防災組織を核とした地域の
共助体制の構築に取り組みます。

基本計画との整合を図るため修正

15

基本目標Ⅵ】「賑わいと活力あるまち」
基本施策３　農林水産業

〇農地の保全と有効活用を図るため、担い手
への農地の集積・集約化を進めるとともに、
地域ぐるみによる農地の維持管理や耕作放棄
地の発生防止に取り組みます。

基本計画との整合を図るため追記

15

【基本目標Ⅵ】「賑わいと活力あるまち」
基本施策３　農林水産業

〇６次産業化を進めることにより、農林水産物
の付加価値を高め、地域産業の活性化を図りま
す。

〇６次産業化をはじめとした取組により、農
林水産物の付加価値を高め、地域産業の活性
化を図ります。

R8.3.23開催の第1回審議会であった審議会
委員の意見をもとに修正

17

第４章　将来の人口 新規作成

令和18年（2036年）の目標人口を概ね25,000
人とする。


